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　　　　　　　1　ま　え　が　き

　筆者は締固め土の圧密特性についての一連の実験的研

究をしてきた．締固め土の圧密は締固め含水比，密度，

土性，供試体の厚さ，応カ増加比，圧密時間，その他の

影響を受けるものと考えられる．

　供試体の厚さの圧密特性への影響については文献（2）

で報告した．そこでは，二次圧密遠度∂εμ1og玄は供

試体厚さHの増加とともに減少すること，初期圧縮比

地，一次圧縮比R1，二次圧縮比R2はHによって変

化すること，θ～1ogク関係では，Hが小さいほど間

げき比の変化が大きくなることなどを示した．これらの

実験においては供試体の厚さHに無関係に各荷重段階

での圧密時間を1日にとった．しかし一次圧密理論にし

たがえば，供試体の一次圧密に要する時間は供試体厚さ

の2乗に比例して大きくなり，また，二次圧密部分の

ε～1og左関係は一般に直線で近似できる．このため，

供試体厚さが異なる場合に圧密時間を等しく1日にとる

ことには問題がある．

　ここでは最適含水比の湿潤側の締固め土の圧密特性へ

の供試体厚さと圧密時間の影響についての実験結果を示

す．供試体厚さHと圧密時間丁、の関係については，

一次圧密理論より，ηはH2に比例し，飽和土に対し

てはこの関係の妥当なことが各種の実験により証明され

ている．不飽和土の一次圧密についてもBARDEN4）と

鳥山・沢田5）は乃はH2に比例すべきことを示して

いる．一方，二次圧密の時間と供試体厚さについてはは

っきりした関係は与えられていない．そこで圧密時間と

供試体厚さの関係をどのようにとるかが問題となるが，

ここでは従来，一般に用いられている一次圧密における

T・とH2の比例関係を用い，かつ標準圧密試験におい

ては厚さ2．Ocmの供試体の圧密時間を1日としている

ことを考慮して，圧密時間乃をH2／4日とした場合

と，厚さに無関係に圧密時間ηを1日とした場合の圧

密特性ρ差について検討する．

　　　　　　　2　実　験　方　法、

　圧密特性への供試体厚さの影饗を調べるために用いた

供試体の厚さはO．5cm，1．Ocm，2．Ocm，3．Ocm，4．Ocm

の5種類である．

　厚さ2cmの供試体による圧密実験では一般に2mm

以下の粒径の試料土が用いられるが，本実験では05cm

の薄い供試体を用いるため，試料土を風乾し，042mm

ふるい通過分のみを実験に用いた．

　実験に用いた試料土は表一1に示す5種類で，いずれ

も松江市西川津町内より採取したものである．このう

ち，島大土（8），深町土1（F），楽山土（R）は文献（3）

において，応力増加比4／クoの圧密特性への影響につ

いての実験に用いたと同一の試料土である．

　実験方法は文献（3）に示したと同じ方法であるから，

本文では省略する．

　各荷重段階に対する圧密時間皿をH2／4日とする場

合，圧密時間は供試体厚さによって次のようになる．

　　0．5cm　供試体：T。＝O．52／4＝O．0625日＝1時間

　　　　　　　　　　30分

　　1．Ocm　供試体：几＝1．02／4＝O．25日＝6時間

　　2．Ocm　供試体：T。＝1日

　　3．Ocm　供試体：T。＝32／4＝2．25日＝2日6時間

　　4．Ocm　供試体：τ。＝42／4＝4日

　しかし，圧密時間をこのようにとることは実験の都合

でできないため，厚さO．5cmと1．Ocmの供試体は1

日，3．Ocmの供試体は2日間の圧密をおこない，二次

一g0一
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表一1 試料土の 特性

一g1一

試　　料　　名 島大土（8） 深町土1（F） 深町土2（∫）　　楽山土（R） 大内谷土（T）

％

液性限界％ 86．5 43．1 61．5 53．2 100．5

そ　性限界％ 48．2 37．2 49．5 39．3 55．6

最適含水比 51．7 30．4 39．1 30．7 41．5

初／含水比％　　乾燥密度g／cm3期／　　飽和度％

58～61 33．4～35．5 42，6～44．2 30．9～31．8 47．2～47．8

．93～O．99 1．24～1．27 1．15～1．17 1．38～1．43 1．08～1．14

85～90 78～83 87～89 85～91 86～91

圧密部分ではε～1ogτ関係が直線になることを利用

して，それぞれの圧密時間に対する圧密量を内そうまた

は外そうして求めた．
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θ～1ogク曲線への供試体厚さおよび
圧密時間の影響

　　　　　　3　実験結果と考察

　供試体の厚さによって圧密時間丁。をH2／4日にと

った場合と等しく1日とした場合の差はθ～1ogク曲

線にあらわれる．図一1に島大土と深町土の厚さ0．5

cm，2．Ocm，4．Ocmの供試体のθ～1ogク曲線を示

す．図申，実線はT。二1日とした場合の，点線はT。

；H2／4日とした場合の曲線である．H2．OcmとH

4．Ocmの供試体の3～10gク曲線にはほとんど差がな

く，かつ，H4．Ocmの供試体ではT。＝1日とした場

合とT。＝4日とした場合の差は小さい．これに比し

て，H0．5cmの供試体では間げき比の変化がH2．O

cm，H4．0cmの供試体に比して約50％ほど大きく，ま

た圧密時間丁。のθ～1ogク曲線への影響も大きい．

図一1には示さないが，H1．Ocmの場合も間げき比の

変化はH2．Ocmの供試体に比して大きく，T。による

θ～1ogク曲線の差も大きい．しかし，この傾向はH

O．5cmの供試体よりは小さい．これはH　O．5cmの供

試体ではT。＝H2／4日とした場合とT。＝1日とした

場合での圧密時間の比が1：16と大きく異なること，図
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　　　図一2　体積圧縮係数と圧密応カの関係
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一5に示すように二次圧密速度∂ε／∂1ogzも大きいた

めに乃の影響が大きくなる．

　供試体厚さHと圧密時問乃によるθ～1ogク曲

線の変化は体積圧縮係数肋と　Hの関係にも影響す

る．図一2はH2．Ocmの供試体の1og吻～1ogク曲

線の例を示す．大内谷土（T）を除いては圧密応カクの

増加とともに体積圧縮係数舳は減少している．しか

し，大内谷土では吻はクが3．2kg／cm2以上になる

と増加している．これはθ～1ogク曲線がク＝3．2～

6．4kg／cm2の間で大きく弩曲しているためであるが，

このような傾向は他所でおこなわれた締固め土の圧密実

験においてもみられることがあり，先行圧密を受けた乱

さない飽和粘土のθ～1ogク曲線が先行圧密荷重で急

激に轡曲し，吻が増加する場合と類似している．

　体積圧縮係数吻と供試体厚さHおよび圧密時間

ηの関係として，島大土と深町土1についてのものを

図一3に示す．供試体厚さが2．Ocm以上の場合，供試

体のばらつきが吻とHの関係に影響して，各試料土

によって異なる榊とHの関係を示しているが，H
O．5cm，1．Ocm，2．Ocmの供試体では厚さの増加ととも

に吻は減少しており，H≦2．0cmの場合は圧密特性

が供試体厚さの影響を受けていることは明らかである．

またH3．OcmとH4．Ocmの供試体ではη＝H2／
4日とした方が圧密時間が長いため刎が大きく，H

O．5cmとH1．Ocmの供試体ではT。；H2／4日とし

た方が圧密時間が短かいため刎ηは小さくなっている．

しかしτ。の肋への影響は圧密応カクに比して小さ

く，体積圧縮係数は圧密応力と供試体厚さの影饗を大き

く受ける．
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　二次圧密速度∂ε／∂1og玄は供試体厚さと圧密応力の

影響を受ける．図一4は各試料土のH2．Ocmの供試体

の6ε／∂10gさとクの関係を示す．ゐ／∂1og玄は圧密

応カクとともに増加しており，これはすでに示した傾

向5）に等しい．図一5は二次圧密速度∂εμ1ogτと供

試体厚さHの関係を示す．この関係も刎リとHの関

係と同様にH≦2．Ocmの供試体ではHの影響が大
きく，H≧2．Ocmとなると供試体の影響は小さくなっ

ている．

　吻とHの関係および∂εμ1og左とHの関係よ
り，供試体厚さが2．Ocm以下の場合は締固め土の圧縮

性にかなりの変化が生じ，この原因としては供試体内部

の応力分布の差違，圧密速度が考えられるが，それらの

影響は明らかでない．一方，厚さが2．Ocm以上の供試

体の場合は各供試体のばらつきの影響が大きくあらわ

れ，リングまさつの影響が異なるにもかかわらず，吻

とHおよび∂ε／∂1ogτとHの関係にはっきりした

傾向は生じなかった．これらの実験結果より，締固め土
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の圧密実験においては供試体厚さは2．Ocm以上とする

ことが望ましい．

　圧密時間丁。を変えた場合，初期圧縮比Rε，一次圧
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縮比R1，二次圧縮比R2と供試体厚さHの関係に変

化が生じる．各試料土でク＝3．2kg／cm2の場合のR1，

R1，R2とHの関係を図一6，図一7に示す．図一6
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η＝1日のときの各圧縮比と供試体厚さの関係（記号は図一5に同じ）
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は乃＝1日とした場合，図7は乃＝H2／4日とした

場合である．両図の比較よりR乞，R1とHの関係に大

差はないが，R2とHの関係は逆になり，乃＝1日と

した場合，R2はHの増加によって減少しているが，

乃＝H2／4日とした場合，R2はHの増加とともに

増加している．H0．5cm，H1．Ocmの供試体ではT。

＝H2／4日とした場合，二次圧密の時間が短かくなるた

めにR2が低下する．さらに図一8に示すようにへ／乏

法で90％，1og玄法では50％の一次圧密が進行するのに

要する時間，玄go，¢50とH2の比¢go／H2，τ50／H2が供

試体厚さの減少とともに非常に大きくなり，このため厚

さの大きな供試体に比して二次圧密の時間が非常に減少

している．このため乃＝H2／4日ととった場合，H

の減少によりR2が小さくなり，特にO．5cmの供試体

でRδが小さくなったのである．

　不飽和土の一次圧密理論によればカgo／月2および左50

／H2は供試体厚さHには無関係であるが，標準圧密装

置を用いた場合，これらの値はHの増加とともに大き

く減少している．これは土のレオロジカルな特性による

もので，これは不飽和土の圧密試験を標準圧密装置によ

りおこなう場合の大きな問題点である．この解決の一方

法として二軸装置により排水条件を明確にすることが考

えられる．

　　　　　　　4　あ　と一が　き

　供試体厚さHと圧密時間乃を変えた場合の最適含

水比の湿潤側の締固め土の圧密特性の変化を示した．

　締固め土の圧縮性は供試体厚さが2cm以下の場合，

2cm以上の供試体に比してかなり大きくなり，これは

圧密時間ηのみの影響ではない．

　二次圧密速度∂εμ1og左は供試体厚さHの増加と

ともに減少し，この減少もHが2cm以下の場合に急

激に生じ，Hが2cm以上になるとほぼ一定になる．

これらのことより不飽和土の圧密試験もHが2．Ocm以

上の供試体でおこなうのが好ましいことがわかった．

　初期圧縮比馬，一次圧縮比RエとHの関係は圧密時

間乃の影響をあまり受けないが，二次圧縮比R2と

Hの関係はηを1日にとるか，H2／4日ととるかで

逆になる　これは90％一次圧密時間あるいは50％一次圧

密時間ヵgo，z50とH2の比，¢90／H2，左50／H2がHの

減少とともに非常に大きくなるため，Hが小さくなる

と二次圧密時間が非常に短かくなるためである．

　最後に本実験は昭和45年度農業施設工学研究室の卒論

実験の一部としておこなったもので，実験は専攻生諸君

に負うところが多かった．また，実験をおこなうにあた

り農地工学研究室より多大の協力を得ました．ここに深

く感謝の意を表します．
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Summ肌y

　The　character1st1cs　of　conso11dat1on　of　compacted．s011s　wet　of　opt1mu皿皿01sture　content

are　changed．w1th　the　th1ckness　of　samp1e　H　and．the　durat1on　of　conso11dat1on　T，

　The　coeff1c1ent　of　yo1ume　compress1b111ty肌of　compacted　s011s　great1y1ncreases
with　the　decrease　of　conso1id－ation　pressureクand．with　a　decrease　in　the　sa皿p1e
th1ckness　H　The　durat1on　of　conso11dat1on乃　a1so　affects刎、，but　the　effect　of　T，1s

remarkab1y　sma11er　than　those　ofクand－H
　The　rate　of　second．ary　conso11d－at1on6ε／61ogカa1s01ncreases　w1th　the　mcrease　ofク
and．with　a　d．ecrease　in　Hl．

　The　mcreases　of吻and．6ε／61ogτw1th　a　decrease1n　H　are　espec1a11y　remarkab1e
when　the　th1ckness　H1s　sma11er　than20cm　Accordmg　to　th1s　fact，the　character1st1cs
of　conso11dat1on　of　sa㎜p1es　smaner　than20c皿thヱckness　may　be　d1fferent　from　those

of　samp1es　greater　than20cm　th1ckness
　The　re1at1on　between　H　and　the　rat1o　of　m1t1a1compress1on　R．and．the　re1at1on
between　H　and－the　rat1o　of　f1rst　compress1on　R1are　s11ght1y　affected－by　the　change　of

the　du1at1on　of　conso11dat1on乃，but　the　re1at1on　between　the　rat1o　of　secondary　comp＿

ress1on　R21s　changed．9reat1y　when　T．1s　taken　as　one　day　or　H2／4d．ay　Th1s1s　d．ue
to　the　change　of　d．urat1on　of　second－ary　compress1on


